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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Agfa IMPAXガイド (Solaris OS版)』は、Sun™
Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterとともに使用するボリューム管理ソフトウェアに
関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包
括的な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)に
ついては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順について
は、以下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。Sun Cluster関連のマニュアルはすべて、http://docs.sun.comに
挙げられています。

トピック 関連文書

データサービスの管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと機能 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。
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関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、
コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではな
く、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や
損失についても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。Sunが提
供しているトレーニングコースの情報や、クラスに参加する方法などについては、
Sun Microsystems Training (http://training.sun.com/)を参照してください。
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問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARCprtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのイ
ンストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成の方法について
説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの概要」
� 12ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールおよび構成の概
要」

� 13ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成に関する計
画」

� 15ページの「Agfa IMPAXをクラスタで実行できるようにする」
� 16ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージのインストール」
� 19ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXをサポートするための Sun Cluster

HA for Oracleの構成」
� 20ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの登録と構成」
� 22ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの概要
IMPAXシステムのシングルポイント障害を排除するために、Sun Cluster HA for Agfa
IMPAXは IMPAXアプリケーションに自動フェイルオーバーを提供します。Sun
Cluster HA for Agfa IMPAXはフェイルオーバーデータサービスです。

フェイルオーバーデータサービスの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris
OS版)』を参照してください。

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXでは、Oracleデータベースが Sun Cluster HA for
Oracleによって利用できる状態である必要があります。Sun Cluster HA for Agfa
IMPAXは、データベースだけについて障害監視を行います。データベースをローカル
で起動しないように、データベースリソースを構成します。
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Agfa IMPAXサービスの各コンポーネントは、Sun Clusterに構成されている場合、各
自のデータサービスによって保護されます。次の表を参照してください。

表 1 Sun ClusterデータサービスによるAgfa IMPAXコンポーネントの保護

Agfa IMPAXコンポーネント データサービス

Oracleデータベース Sun Cluster HA for Oracle

Agfa IMPAX Sun Cluster HA for Agfa IMPAX

NFSファイルシステム Sun Cluster HA for NFS

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのイン
ストールおよび構成の概要
次の表は、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールや構成に関する作業の要
約と、それらの作業の実施に必要な詳しい説明がどこにあるかを示しています。これ
らの作業は、表に示す順序で行う必要があります。

表 2 Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成に関する作業

作業 参照先

Agfa IMPAXのインストールの計画 AgfaのマニュアルとAgfaのコンサルタント

『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』

13ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
のインストールと構成に関する計画」

Agfa IMPAXのインストールと構成 IMPAXソフトウェアは常にAgfaのコンサル
タントがインストールします。

Agfa IMPAXのクラスタでの実行 15ページの「Agfa IMPAXをクラスタで実行
するには」

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージと
HA for Oracleパッケージのインストール

16ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
パッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Oracleデータサービスの
登録とそのクラスタの構成

19ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
をサポートするための Sun Cluster HA for
Oracleの構成」

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXデータサービ
スの登録とそのクラスタの構成

20ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
の登録と構成」
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表 2 Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成に関する作業 (続き)
作業 参照先

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストー
ルと構成の確認

22ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
のインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのイン
ストールと構成に関する計画
ここでは、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成の計画について説
明します。

注 –開始する前に、Sun Clusterソフトウェアによって課されるものではない構成に関
する制限事項と要件について、Agfa IMPAXのマニュアルを読み、Agfaのコンサルタ
ントに問い合わせてください。

構成に関する制限事項
以降の節で説明する構成の制限は Sun Cluster HA for Agfa IMPAXだけに適用されま
す。

注意 –データサービス構成がこれらの制限事項に従わない場合、このデータサービス
構成はサポートされない可能性があります。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Clusterデータサー
ビスの計画と管理 (Solaris OS版)』を参照してください。

データベースとAgfa IMPAX間の接続は回復力がありません。整合性を保証するた
め、Oracleをローカルフェイルオーバー用に構成しないでください。その代わりに、
Sun Clusterの機能を使用して、別のクラスタノードにフェイルオーバーします。

性能を上げるために、データベースファイルは高可用性ローカルファイルシステムに
インストールします。データベースファイルをクラスタファイルシステムにインス
トールしてはいけません。クラスタファイルシステムにインストールすると、性能が
落ち、IMPAXアプリケーションの機能だけではなく、接続されたモダリティーや表示
ステーションにも影響します。
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構成に関する要件
ここで説明する構成の制約は Sun Cluster HA for Agfa IMPAXだけに適用されます。

注意 –これらの要件を満たしていないデータサービス構成は、サポートされない場合
があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
を参照してください。

インストール必要条件
Agfa IMPAXをインストールするときには、Agfaから提供される、Agfa IMPAXの特
定のバージョン向けのインストール注意事項に従う必要があります。Agfa IMPAXソ
フトウェアは常にAgfaのコンサルタントがインストールします。これは、そのクラ
スタがAgfaと Sunの両方からサポートを受けるための要件です。

Sun Cluster HA for Oracleの依存関係
Sun Cluster HA for Agfa IMPAXは Sun Cluster HA for Oracleデータサービスに依存
しており、HAStoragePlusリソースを使用して、このデータベースリソースの起動
の同期をとります。AgfaエンジニアがAgfa IMPAXソフトウェアをインストールす
るとき、そのエンジニアは Oracleソフトウェアもインストールします。Sun Cluster
HA for Oracleを構成するための要件についての詳細は、19ページの「Sun Cluster
HA for Agfa IMPAXをサポートするための Sun Cluster HA for Oracleの構成」を参照
してください。

追加ライブラリ
Sun Cluster HA for Agfa IMPAXは、/opt/SUNWscpax/impaxapp/util/ディレク
トリに提供されるライブラリを必要とします。これらのライブラリを使用すると、
IMPAXアプリケーションをクラスタ内で使用できます。さらに、いくつかのスクリプ
トをインストール内で置き換える必要があります。これらのスクリプトについては、
Agfaのマニュアルを参照してください。

構成計画に関する質問
Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成を計画するときには、この項
の質問を使用します。『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「構成のワークシート」にあるデータサービスワークシートに、質問の答えを
記入してください。
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� どのリソースグループを Sun Cluster HA for Agfa IMPAXアプリケーションリソー
スと論理ホスト名リソース用に使用しますか。

� Sun Cluster HA for Agfa IMPAXリソースの論理ホスト名は何ですか。クラスタ
は、この論理ホスト名を通してデータサービスにアクセスします。

� システム構成ファイルをどこに置きますか。

クラスタファイルシステムではなく、ローカルファイルシステムを使用する場合の
利点と欠点については、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS
版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」を参照してください。

Agfa IMPAXをクラスタで実行できるよ
うにする
開始する前に、Agfa IMPAXアプリケーションをインストールするようAgfaのコン
サルタントに連絡してください。Agfaのコンサルタントは、IMPAXソフトウェアを
インストールすると同時に、Oracleをインストールおよび構成します。

� Agfa IMPAXをクラスタで実行するには

1. 1つのクラスタノードのスーパーユーザーになります。

2. IMPAXリソース用のリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g impax-rg

impax-rg 追加するリソースグループの名前

注 –このグループに Oracleリソースを追加します。詳細は、19ページの「Sun
Cluster HA for Agfa IMPAXをサポートするための Sun Cluster HA for Oracleの構
成」を参照してください。

3. 必要であれば、Agfa IMPAXを実行できる各ノード用のエントリを /etc/hosts
に追加します。

# Echo "address host" >>/etc/hosts

address ノードの IPアドレス

手順
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host ホスト名 (IMPAXサービスの名前)

4. 論理ホスト名リソースを、手順 2で作成したリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L -g impax-rg -l hostname

impax-rg リソースグループ

hostname 論理ホスト名。IMPAXサービス名を使用します。

5. 手順 2で作成したリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g impax-rg

Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
パッケージのインストール
Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージを
インストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストールしてくださ
い。この手順は、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージをインストールする各
クラスタノード上で個別に実行します。この手順を実行するには、Sun Java
Enterprise System Accessory CD Volume 3が必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for Agfa IMPAX
パッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は利用できません。
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� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for Agfa IMPAXパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージをインストールするクラスタノード
上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) Web Startプログラムを GUIで実行する場合は、必ず DISPLAY環境
変数が設定されていることを確認します。

3. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Agfa IMPAXコンポーネントディレクトリに移
動します。

Sun Cluster HA for Agfa IMPAXデータサービスのWeb Startプログラムは、この
ディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_AGFA_IMPAX_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージ
をインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成さ
れたログを確認できます。これらのログは /var/sadm/install/logsディレク
トリに置かれます。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を CD-ROMドライブから
取り出します。

手順
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a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

20ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの登録と構成」に進みます。

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージをインス
トールする
この手順は、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXをマスターできるすべてのクラスタメ
ンバーで実行してください。

Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3が存在することを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3を挿
入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「Add Support for New Data Service to This Cluster Node」
を選択します。

scinstall ユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Java Enterprise System Accessory CD Volume 3のパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

20ページの「Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの登録と構成」に進みます。

次の手順

始める前に

手順

次の手順
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Sun Cluster HA for Agfa IMPAXをサ
ポートするための Sun Cluster HA for
Oracleの構成
Sun Cluster HA for Agfa IMPAXは、高可用性 Oracleデータベースに依存します。
Agfa IMPAXをサポートするように Sun Cluster HA for Oracleを構成するには、
Oracleサーバーリソースと Oracleリスナーリソースを、IMPAXサービス用に作成し
たリソースグループに追加します。Sun Cluster HA for Oracle用のリソースをインス
トール、構成、および登録する方法についての詳細は、『Sun Cluster Data Service
for Oracleガイド (Solaris OS版)』を参照してください。

リソースの登録に加えて、 oramon ユーザーを Oracle に追加して、データベースを
検証できるようにします。

例 1 Sun Cluster HA for Oracleリソースの登録

次の例では、IMPAXデータサービス用に impax-rgというリソースグループを作成
していると仮定します。

# scrgadm -a -j oralnsr-rs -t SUNW.oracle_listener -g impax-rg\

-x ORACLE_HOME=/global/export/oracle -x LISTENER_NAME=LISTNRname

例 2 IMPAXリソースグループへの Oracleサーバーリソースの追加

次の例では、IMPAXデータサービス用に impax-rgというリソースグループを作成
していると仮定します。

# scrgadm -a -j oraserver-rs -t SUNW.oracle_server -g impax-rg \
-t SUNW.oracle_server -x CONNECT_STRING=oramon/monitor -x ORACLE_SID=oraSID \
-x ORACLE_HOME=/global/export/oracle \

-x ALERT_LOG_FILE=/global/export/oracle/admin/oraSID/bdump/alert_oraSID.log

例 3 oramonユーザーの構成

次の例に、必要な oramon構成を示します。

su - mvf
sqlplus "/ as sysdba"

grant connect, resource to oramon identified by "monitor";
alter user oramon default tablespace system quota 1m on system;
grant select on v_$sysstat to oramon;
grant create session to oramon;
grant create table to oramon;

exit;
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Sun Cluster HA for Agfa IMPAXの登録
と構成
Agfa IMPAXを高可用性にするように Sun Cluster HA for Agfa IMPAXを有効にする
には、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXデータサービスをフェイルオーバーデータ
サービスとして構成します。

この手順を行う前に、Sun Cluster HA for Agfa IMPAXデータサービスパッケージが
インストールされていることを確認してください。17ページの「Web Startプログラ
ムを使用して Sun Cluster HA for Agfa IMPAXパッケージをインストールする」また
は18ページの「scinstallユーティリティーを使用して Sun Cluster HA for Agfa
IMPAXパッケージをインストールする」のすべての手順を実行します。

� Sun Cluster HA for Agfa IMPAXをフェイルオー
バーデータサービスとして登録および構成するに
は

1. impaxscriptsリソースを追加します。

このリソースを使用すると、Sun Clusterは Oracleが起動する前に必要な作業を実
行したり、Oracleが起動した後に必要な作業 (クリーンアップ)を実行したりでき
ます。

a. 登録構成ファイル
/opt/SUNWscpax/impaxscripts/util/impaxscripts_config を編集
して、リソースとリソースグループ名を自分の構成に合わせて変更します。

次に、impaxscripts_configファイルの内容を示します。自分の構成に
合っているのであれば、RSと RGのデフォルト値を使用してもかまいません。

# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#
RS=impaxscripts-rs
RG=impax-rg
PORT=
LH=

HAS_RS=

手順
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b. /opt/SUNWscpax/impaxscripts/etc/config 構成ファイルに正しい変数
設定が入っていることを確認します。

これらの変数は、Agfa IMPAXのインストールによって提供されます。これら
の変数は、次のように設定されている必要があります。

USERID=mvf
# default userid for impax installations
CLEANKILL="/usr/mvf/bin/sun_cluster_impax_kill"

ORACLEPRE="/usr/mvf/bin/sun_cluster_oracle_prestart"

c. リソースを作成して、クラスタに登録します。つまり、rootのアクセス権を取
得して、impaxscripts_registerユーティリティーを使用します。

# /opt/SUNWscpax/impaxscripts/util/impaxscripts_register

このユーティリティーが失敗する場合、手順 bに戻って、構成ファイルが正し
いかどうかを確認します。

2. SUNW.gdsというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. SUNW.HAStoragePlusというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -j ora-ds -t SUNW.HAStoragePlus -

ora-ds Oracleデータベース用の論理名

4. データベースファイルが存在するファイルシステム用に HAStoragePlusリソー
スを作成します。

# scrgadm -a -j ora-ds -t SUNW.HAStoragePlus -g impax-rg \

-x FileSystemMountPoints=/dbase, /cache1

5. データパスを最適化するために、広域ファイルシステムはディスクグループと同じ
方法で管理します。

この方法によって、システムはベースサービスにローカルになりますが、ファイル
は両方のノードで利用できます。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragPlus -x FileSystemMountPoints=/global/export

6. /opt/SUNWscpax/impaxapp/util/impax_config ファイルを編集して、次の
ような項目に合わせて変更します。

� 自分の構成
� 手順 1で指定したリソースグループの名前
� 自分の依存関係

7. impax_registerユーティリティーを使用して、このリソースをクラスタフレー
ムワークに登録します。

# /opt/SUNWscpax/impaxapp/util/impax_register
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Sun Cluster HA for Agfa IMPAXのイン
ストールと構成の確認
サービスツールを使用して、Agfa IMPAXのインスタンスが論理 IPアドレスで利用で
きることを確認します。

� フェイルオーバーデータサービスとしての Sun
Cluster HA for Agfa IMPAXのインストールと構成
を確認するには

1. IMPAXリソースを別のノードに切り換えて、停止メソッドと起動メソッドが機能
することを確認します。

2. IMPAXリソースを無効にして、アプリケーションを手動で起動してみます。

この手順によって、クラスタ関連の対話が失敗しないことを確認します。

3. 論理ホスト名リソースとデータサービスリソース以外のすべてのリソースを無効に
します。

4. Agfa IMPAXアプリケーションを手動で起動します。

手順
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